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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和４年１１月９日（水）  

 

２ 確認箇所 

Ｋ４タンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｋ４タンクエリアの現況 

 

４ 確認結果の概要 

多核種除去設備等処理水希釈放出設備設置に伴い、昨年１２月より環境整

備工事が、本年８月４日から多核種除去設備等処理水希釈放出設備及び関連

施設設置工事が行われている。測定・確認用設備として、測定・確認用タン

クはＫ４エリアタンク（計約３０，０００ｍ３）を転用し、Ａ～Ｃ群、各１

０基（１基約１，０００ｍ３）とし、タンク群毎に①受入工程、②測定・確

認工程、③放出工程をローテーションしながら運用するとともに、②測定・

確認工程では循環・撹拌により均一化した水を採取して分析を行うこととし

ている。そのため、Ｋ４タンクエリアにおいて、処理水を受入・循環・移送

するための配管（以下「配管」という。）の設置工事等が行われていること

から、前回に続き状況を確認した。（前回確認：令和４年１０月５日）（図

１、写真１） 

・Ｋ４タンクエリアの西側の隣接地において、配管の地組が行われていた。

（写真２） 

・タンクに配管設置に係る高所作業のための足場が設置されていた。（写真

３） 

・Ｋ４タンクエリア内堰内では、タンクや床にシートを養生のうえ、床面の

防水塗装補修工事が行われていた。（写真４） 

・Ｋ４タンクエリア内堰内では、処理水を循環するための配管設置に伴い、

各所に手動弁及び電動緊急遮断弁が設置されていた。（写真５） 

・前回確認時、Ｋ４タンクエリアの北東部では、配管等を設置するための基

礎工事が行われており、地面は砂利もしくは土であったが、今回は全面に

コンクリートが打設されていた。（写真６） 

 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/537504.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１） 

Ｋ４タンクエリアの概観 

 

 

（写真２） 

配管の地組の状況 

 

 

 

（写真３） 

高所作業のための足場の設置状況 
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（写真４） 

Ｋ４タンクエリア内堰内床面防水塗

装補修工事の状況 

 

 

（写真５） 

手動弁及び電動緊急遮断弁の設置状

況 

 

（写真６－１） 

Ｋ４タンクエリアの北東部における

基礎工事の状況（令和４年１０月５

日撮影） 

 

（写真６－２） 

Ｋ４タンクエリアの北東部における

基礎工事の状況（令和４年１１月９

日撮影） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

 

電動弁 手動弁 


